
静
岡
。中
村
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
東
伊
場

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）

一
一
月
―
二
〇
〇
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
浜
松
市
文
化
協
会

・
浜
松
市
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
敏
則

。
鈴
木
　
靖

。
稲
石
純
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

浜
松
市
の
西
部
に
は
、
平
坦
な
三
方
原
台
地
が
広
が
り
、
そ
の
南
端
は
崖
面

（海
食
崖
）を
な
し
、
海
岸
平
野
に
接
し
て
い
る
。
崖
面
と
現
在
の
海
岸
と
の
間

に
は
、
何
条
か
の
埋
没
砂
堤
と

湿
地
が
存
在
す
る
。

中
村
遺
跡
は
、
崖
面
の
直
下

に
あ
る
最
も
古
い
第

一
砂
堤
に

立
地
す
る
遺
跡
で
あ
り
、
南
方

の
第
二
砂
堤
列
上
に
は
、
伊
場

遺
跡
が
存
在
す
る
。
中
村
遺
跡

の
す
ぐ
南
側
に
は
、
埋
没
河
川

（梶
子
北
大
溝
）
が
あ
り
、
西

方
数
百
ｍ
下
流
に
は
梶
子
北
遺
跡
が
あ
る
。
梶
子
北
遺
跡
で
は
旧
河
川
の
南
側

に
、
九
世
紀
の
敷
智
郡
の
郡
庁
も
し
く
は
館
と
考
え
ら
れ
る
建
物
群
が
検
出
さ

れ
、
旧
河
川
の
北
側

（中
村
遺
跡
か
ら
続
く
第
一
砂
堤
）
で
は

「大
領
」
と
記
さ

れ
た
木
簡
、
付
札
木
簡
な
ど
が
出
土
し
た

（本
誌
第
一
七
号
）。
梶
子
北
大
溝
は

地
形
か
ら
、
大
き
く
南
方
に
向
き
を
変
え
、
伊
場
大
溝
に
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

中
村
遺
跡
は
、
梶
子
遺
跡

・
梶
子
北
遺
跡

。
九
反
田
遺
跡

・
城
山
遺
跡
と
と
も

に
、
敷
智
郡
衛
関
連
遺
跡
と
し
て
伊
場
遺
跡
群
の
一
地
点
を
な
す
と
考
え
ら
れ

Ｚρ
。中

村
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
県
道
竜
禅
寺
雄
踏
線
（通
称
雄
踏
街
道
）
の
拡
幅

工
事
に
伴
い
行
な
わ
れ
た
。
県
道
北
側
の
拡
幅
部
分
だ
け
の
調
査
で
あ
る
た
め
、

南
北
は
七
―
八
ｍ
程
度
、
東
西
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
細
長
い
調
査
区
で
あ
る
。
ま
た
民

家
が
密
集
し
て
お
り
、
生
活
道
及
び
下
水

・
水
道

・
ガ
ス
管
な
ど
の
埋
設
物
を

避
け
な
が
ら
調
査
を
行
な
っ
た
た
め
、
調
査
区
は
各
所
で
途
切
れ
て
い
る
。

検
出
遺
構
に
は
、
古
代
の
溝
、
中
世
の
建
物

。
溝

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
が
あ

る
。
木
簡
は
ａ
区
の
古
代
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
か
ら
四
点
、
ｂ
区
の
中
世
の
溝
Ｓ
Ｄ

〇

一
か
ら
三
点
、
土
坑
や
溝
か
ら
単
独
で
四
点
の
、
計

一
一
点
出
土
し
た
。

ａ
区
の
Ｓ
Ｄ
〇

一
は
幅
約
四

・
Ｏ
ｍ
、
東
西
四
〇
ｍ
以
上
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ

直
線
的
に
検
出
さ
れ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
の
艦
砲
碑
が
爆
裂
し
た
穴
な
ど
、

後
世
の
攪
乱
が
著
し
い
。
溝
は
砂
丘
の
高
ま
り
と
同
じ
方
向
に
流
れ
、
人
為
的

に
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
、
掘
削
時
期
は
出
土
遺
物
か
ら
七
世
紀
前
半
に
遡
る
。

ま
た
上
面
か
ら
黒
笹
九
〇
号
窯
式
の
灰
釉
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

(浜 松)



1999年出上の木簡

一
〇
世
紀
に
は
完
全
に
埋
没
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
溝
と
し
て
機
能
し
て

い
た
の
は
、
出
土
遺
物
か
ら
七
―
八
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
の
性
格
に
つ
い

て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
直
線
的
で
幅
が
広
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
特
定
の
集
落

や
建
物
群
を
囲
っ
た
り
、
区
画
し
て
い
た
溝
と
推
定
さ
れ
る
。

ｂ
区
の
Ｓ
Ｄ
〇

一
は

一
五
―

一
六
世
紀
の
溝
で
あ
る
。
い
が
出
土
し
た
不
定

形
土
坑
Ｓ
Ｘ
Ｏ
四
も
ｂ
区
に
あ
り
、
同
じ
く

一
五
―

一
六
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
や
は
り

一
五
―

一
六
世
紀
に
属
す
る
ｅ
区
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
、
ｂ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ

六
か
ら
も

一
点
ず
つ
出
土
し
た
が
釈
読
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ａ
区
Ｓ
Ｄ
〇
一

い
は
上
端
が
欠
損
す
る
が
、
文
章
は
完
結
し
て
い
る
の
で
大
き
く
は
欠
け
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
上
に
中
寸
里
の
地
名
が
見
え
る
。
中
寸
は
中
村
の
こ

と
で
、
当
地
区
の
小
字
名
と
し
て
、
現
在
も
残
る
。
ま
た
梶
子
北
遺
跡
出
土
の

二

・
三
号
木
簡
に
は

「中
寸
宗
宜
部
里
秦
」
、
伊
場
遺
跡
出
上
の
墨
書
土
器
の

側
　

中
寸
里
人
宗
我
ア
ロ
ロ
　
又
貸
給
」

図

　

「小
文
里
語
ア
ロ
ロ

ｂ
区
Ｓ
Ｄ
〇

一

③

　

「
＜
蘇
民
将
来
子
孫
家
也

ｂ
区
不
定
形
土
坑
Ｓ
Ｘ
〇
四

「□
□
口
□
」

「エハ
百口
　
　
　
」
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中
に
も

「中
寸
真
末
呂
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
中
村
は

『和
名
類
衆

抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
郷
名
で
あ
り
、
今
回
中
村
里
と
し
て
里
名
が
付
い
た
木

簡
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
郷

（里
）
の
再
編
の
中
で
い
ず
れ
か
の

郷
に
統
合
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「里
人
」
と
い
う
表
記
や

「部
」
を

「
ア
咋

と
表
記
す
る
の
は
、
七
世
紀
の
木
簡
の
特
徴
と
言
わ
れ
て
い
る
。
部
の
下
に
は

二
文
字
の
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。　
一
文

字
あ
け

「又
貸
給
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
出
挙
に
関
わ
る
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

②
は
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
左
側
に
残
る
削
り
の
部
分
か
ら
、
本
来
尖

ら
せ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
小
文
里
に
つ
い
て
は
、
小
文
郷
が
伊
場
遺
跡
九
九

号
木
簡
に
見
ら
れ
る
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
も
あ
り
、
市
内
志
都
呂
町
あ
た
り

に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
確
定
は
し
て
い
な
い
。
語
部
を
姓
と
す
る
人
名
は
、

伊
場
遺
跡
群
に

一
〇
例
見
ら
れ
る
。
本
例
は
付
札
木
簡
で
あ
ろ
う
。

ａ
区
Ｓ
Ｄ
〇

一
か
ら
は
こ
の
他
に
二
点
出
土
し
た
が
、
文
字
は
読
め
な
い
。

ま
た
墨
書
土
器
も
数
点
出
土
し
て
い
る
が
、
解
読
で
き
て
い
な
い
。

①
は
、
上
端
に
両
側
か
ら
切
り
込
み
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
疫
病
除
け
の
呪

符
で
あ
る
。
ｂ
区
Ｓ
Ｄ
〇

一
か
ら
は
他
に
二
点
出
土
し
た
が
、
と
も
に
釈
読
で

き
な
い
。

い
は
短
冊
形
を
呈
す
る
。
表
の
墨
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

当
遺
跡
は
現
在
も
発
掘
調
査
が
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
木
簡
も
出
土
し
て
い

る
。
な
お
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野
和
己

氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
敏
則
）

み
ず
も
り

静
岡
・水
守
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
水
守

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
一
〇
月
―
二
〇
〇
〇
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

。
鈴
木
隆
夫

・
磯
部
武
男

。
池
田
将
男

。

岩
木
智
絵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
お
よ
び
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
五
世
紀
―

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

水
守
遺
跡
は
藤
枝
市
内
の
東
部
、
葉
梨
川
と
瀬
戸
川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た

沖
積
微
高
地
上
に
あ
る
大
規
模

な
集
落
跡
で
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
調
査
を

一
九
九
六

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
遺
構

は
、
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
二

地
点

（水
守
Ｉ
・
Ⅱ
遺
跡
）
に
ま

配

と
ま
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
遺

静

跡
の
南
側
に
は
益
頭
郡
行
の
所

在
地
と
推
定
さ
れ
る
郡
遺
跡
が




